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三柱神社秋季例大祭で獅子舞を奉納する若松区獅子舞保存会（香住区若松）三柱神社秋季例大祭で獅子舞を奉納する若松区獅子舞保存会（香住区若松）

　２　まちのうごき　２　まちのうごき

　　　　香美町観光ポスター　　　　香美町観光ポスター

　４　まちからのおしらせ　４　まちからのおしらせ

　　　　平成 30 年度の園児を募集します　　　　平成 30 年度の園児を募集します

　　　　町民と行政の協働のまちづくり　　　　町民と行政の協働のまちづくり

１８　まちのできごと１８　まちのできごと

２０　香美町地域おこし協力隊 日記２０　香美町地域おこし協力隊 日記

別冊　けいじばん、いきいきカレンダー別冊　けいじばん、いきいきカレンダー

今月の内容今月の内容

平成29年(2017年 )平成29年(2017年 )

ふるさと香美ふるさと香美
こどもたちに 夢と未来を つなぐまちこどもたちに 夢と未来を つなぐまち

広
報
広
報
HOME KAMI Public RelationsHOME KAMI Public Relations



広報 ふるさと香美 2017.11 － 2

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

●問い合わせ先　役場観光商工課

角
か く た

田光
み つ よ

代さんの略歴

1967 年神奈川県生れ。1990 年「幸

福な遊戯」で海燕新人文学賞を受賞

しデビュー。2003 年「空中庭園」で

婦人公論文芸賞、2005 年「対岸の彼

女」で直木賞を受賞。2011 年に映画

化された「八日目の蝉」は第 35 回日

本アカデミー賞にて 10 部門で最優秀

賞を受賞するなど大ヒット作品となっ

た。最近の活動としては 3年を費やし

た現代語訳「源氏物語」が 2017 年 9

月 8日発売。原作の映画「月と雷」が

2017 年 10 月 7日全国公開。

香美町観光ポスター香美町観光ポスター香美町観光ポスター

香美町の美しい風景に

角田光代さんのエッセイを
直木賞作家直木賞作家直木賞作家

▲ 観光ポスター作成について、記者会見を行う直木賞作家の角田さん（9月 25 日、役場本庁舎）

　

本
町
の
観
光
入
込
数
は
平
成
18
年
度
の
１

４
６
万
９
千
人
を
ピ
ー
ク
に
平
成
28
年
度
の

１
３
２
万
人
と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

若
者
の
旅
行
離
れ
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
高
齢

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
「
香
美
町
」
の
知
名
度
の
低
さ
も
大
き
な

要
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
「
香
美
町
」
の
全
国
的
な
認
知
を
獲

得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
香
美
町
の
美

し
い
風
景
」
を
生
か
し
た
観
光
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
都
市
部
で
生
活
す

る
20
〜
40
代
の
女
性
で
す
。
毎
日
の
仕
事
に

追
わ
れ
、日
々
疲
れ
て
い
る
人
に
向
け
て「
香

美
町
に
来
て
癒
さ
れ
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
作
品
を
作
り
ま
す
。

　

良
い
写
真
に
素
晴
ら
し
い
コ
ピ
ー
（
エ
ッ

セ
イ
）
が
つ
く
と
そ
の
宣
伝
効
果
は
何
倍
に

も
膨
れ
上
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
影
響

力
の
あ
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
多
く
の
世
代
の
女
性
か
ら
支
持

を
得
て
お
り
、「
対
岸
の
彼
女
」
で
直
木
賞

を
受
賞
、「
八
日
目
の
蝉
」（
井
上
真
央
主
演
）

や
「
紙
の
月
」（
宮
沢
り
え
主
演
）
な
ど
多

く
の
作
品
が
映
画
化
さ
れ
る
な
ど
認
知
度
の

高
い
作
家
「
角
田
光
代
」
さ
ん
に
ポ
ス
タ
ー

エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
町
の
美
し
い
風
景
写
真
と
角
田
さ
ん
の

エ
ッ
セ
イ
が
大
き
な
化
学
反
応
を
起
こ
し
、

多
く
の
人
の
胸
に
響
く
ポ
ス
タ
ー
に
し
た
い

で
す
。



3 －広報 ふるさと香美 2017.11

　

９
月
25
日
の
記
者
会
見
の
前
に
角
田
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
角
田
さ
ん
は
前
日
に
開
催
さ
れ
た

村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
大

会
の
44
㎞
に
出
場
さ
れ
、
見
事
完
走
さ
れ
ま

し
た
。

―
―　

本
町
へ
の
来
町
は
何
度
目
に
な
り
ま

す
か
。

角
田　

３
月
に
初
め
て
来
て
以
来
、
２
回
目

に
な
り
ま
す
。

―
―　

本
町
の
最
初
の
印
象
は
ど
う
で
し
た

か
。

角
田　

黒
い
瓦
の
屋
根
が
多
く
、
統
一
感
の

あ
る
家
並
み
が
揃
っ
て
い
る
町
だ
と
思
い
ま

し
た
。

―
―　

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
周
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
気
に
入
っ
た
場
所

は
あ
り
ま
す
か
。

角
田　

昨
日
、
自
分
の
足
で
走
っ
て
、
山
の

景
色
や
山
の
中
に
集
落
が
あ
る
こ
と
、
山
の

間
か
ら
棚
田
が
覗
い
て
い
る
こ
と
が
、
び
っ

く
り
す
る
く
ら
い
綺
麗
で
、
民
話
や
お
と
ぎ

話
の
よ
う
な
景
色
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
―　

本
町
の
よ
う
な
小
さ
な
町
か
ら
の
こ

の
よ
う
な
仕
事
の
依
頼
は
珍
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
依
頼
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い

た
理
由
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

角
田　

神
戸
営
業
所
の
北
村
さ
ん
が
新
潮
社

の
担
当
者
に
福
井
県
ま
で
会
い
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
担
当
者
か
ら
、
ぜ
ひ
話
を
聞
い
て

ほ
し
い
と
連
絡
が
あ
り
、
東
京
で
会
い
ま
し

た
。
実
際
に
北
村
さ
ん
と
話
を
し
て
、
な
ぜ

私
に
依
頼
し
た
い
の
か
を
明
確
に
伝
え
て
く

れ
た
の
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―　

角
田
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ
き
、
本

町
の
名
前
が
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
抱
負
が

あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

角
田　

私
に
は
ふ
る
さ
と
が
な
い
の
で
、
縁

の
無
い
町
に
来
る
こ
と
で
そ
の
土
地
と
縁
が

で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
香
美
町
の

美
し
い
と
こ
ろ
を
知
る
機
会
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
い
う
思
い
を
エ
ッ
セ
イ
に
込
め
る

こ
と
で
、
自
分
の
中
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ

ん
の
人
に
香
美
町
の
良
さ
が
伝
わ
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
ポ
ス
タ
ー
は
７
枚
作
成
予
定
で
、

現
在
、
四
季
を
追
い
な
が
ら
撮
影
を
し
て
い

ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
の
写
真
は
村
岡
区
出
身
で
風
景

写
真
を
専
門
と
し
た
写
真
家
の
吉
村
玲れ

い

い

ち一
さ

ん
、
構
成
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
田
中
茜

あ
か
ね

さ
ん
が

担
当
し
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
京
阪
神
の
主
要
な
駅
な
ど

に
掲
示
す
る
ほ
か
、
第
66
回
日
本
観
光
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
す
れ
ば
、
全
国
の
主

要
な
駅
、空
港
、バ
ス
な
ど
に
掲
示
さ
れ
、「
香

美
町
」
の
知
名
度
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
に
香
美
町
の
良
さ
を
伝
え
た
い

「
香
美
町
」
の
知
名
度
を
高
め
る
た
め
に

▲ ポスターの撮影地の今子浦を訪れる角田さんら▲ ポスターのイメージ作品（完成版ではありません）

▲ 左から写真家の吉村玲一さん、デザイナーの田中茜さん、作家の角田さん、浜上町長
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

公立・私立 施設名 電話番号
※1

入園対象年齢
※2

定員 認定区分
※3

幼稚園
※ 4

公立 香住幼稚園 36・0416 5 歳児 90人 1号認定

公立 奥佐津幼稚園 38・0492
5 歳児 30人 同上

4歳児 30人 同上

公立 佐津幼稚園 38・0786
5 歳児 30人 同上

4歳児 30人 同上

公立 柴山幼稚園 37・0554 5 歳児 30人 同上

公立 長井幼稚園 36・3232
5 歳児 30人 同上

4歳児 30人 同上

公立 余部幼稚園 34・0258
5 歳児 30人 同上

4歳児 30人 同上

公立 村岡幼稚園 94・0241 5 歳児 60人 同上

公立 うづか幼稚園 96・0968 5 歳児 60人 同上

公立 射添幼稚園 95・0648 5 歳児 60人 同上

保育所

公立 柴山保育所 37・0352 生後 12ヵ月～ 4歳児 45 人 2、3号認定

私立 みなと保育園 36・1053 生後 5ヵ月～ 4歳児 90 人 同上

私立 青葉保育園 36・3135 0 ～ 4歳児 100 人 同上

私立 宝樹保育園※5 98・1234 生後 11ヵ月～ 4歳児 75 人（予定） 同上

認定こども園

公立 小代認定こども園 97・2039
3 ～ 5歳児 6人 1号認定

1～ 5歳児 44人 2、3号認定

入園対象年齢 生年月日の含まれる期間

5 歳児 平成 24 年 4 月 2日～平成 25 年 4 月 1 日

4歳児 平成 25 年 4 月 2日～平成 26 年 4 月 1 日

3歳児 平成 26 年 4 月 2日～平成 27 年 4 月 1 日

2歳児 平成 27 年 4 月 2日～平成 28 年 4 月 1 日

1歳児 平成 28 年 4 月 2日～平成 29 年 4 月 1 日

0歳児 平成 29 年 4 月 2 日～

※ 1 市外局番はすべて 0796
※ 2  入園対象年齢は右の表の期間に生まれた子どもを指し
ます。

※ 3 認定区分は次のとおりです。
　　1号認定（満 3歳以上の教育）
　　2号認定（　　〃　　　保育）
　　3号認定（満 3歳未満の保育）
※ 4 居住地により入園できる幼稚園が定まっています。
※ 5  平成 30 年 4 月から福岡保育所とどんぐり保育園は宝
樹保育園に統合されます。

　申請書は、11 月 15 日（水）以降に、利用を

希望する施設または町教育委員会こども教育課、

香住区中央公民館、役場福祉課、小代地域局に備

え付けます。在園児には、園を通じて配布します。

　なお、申請書の受付期間、提出先は右記のとお

りです。期限後も随時、申し込みを受け付けます

が、利用決定が遅れることがあります。

受付期間

11 月 27 日（月）～ 12月 15 日（金）

提出先

利用を希望する施設・事業 申請書提出先

町内の幼稚園
各幼稚園、町教育委員会こども教
育課、香住区中央公民館

町内の保育所、小代認定こど
も園

【継続】入園中の園
【新規】 町教育委員会こども教育課、
　　　  役場福祉課、小代地域局

町外の幼稚園、保育所、認定
こども園、地域型保育事業

町教育委員会こども教育課

 ①園児を募集する施設

 ②申し込み方法

※  0 歳児のお子さんの入園の可否については事前に各施設にご相
談ください。

幼稚園・保育所・認定こども園

平成 30年度の園児を募集します
●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

町
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

町
政
懇
談
会

　

町
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
る
た
め
に
、
町
長
を
は
じ
め
役

場
幹
部
職
員
が
地
域
へ
出
向
き
意
見
交
換
を

行
う
「
町
政
懇
談
会
」
を
、10
月
12
日
（
木
）

に
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、13
日
（
金
）

に
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
16
日
（
月
）

に
香
住
文
化
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
約

１
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
今
年
度
の
町
政
の
重
点
施
策

の
推
進
状
況
を
説
明
し
た
後
、
町
政
運
営
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

▲町政懇談会の様子（香住文化会館）

平
成
29
年
度
の
重
点
施
策
推
進
状
況

１
．
産
業
・
観
光
の
振
興

　

ア 

産
業
の
振
興

　
　

①
人
材
育
成
・
後
継
者
対
策

　
　

・ 

地
域
産
業
活
性
化
人
材
育
成
事
業
、
事

業
承
継
推
進
事
業
に
よ
る
人
材
育
成
支
援

　
　

②
商
品
開
発
・
起
業
支
援

　
　

・ 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
、
も

の
づ
く
り
支
援
事
業
、
販
売
促
進
支
援
事

業
に
よ
る
製
品
改
良
、
経
営
向
上
支
援

　
　

③
畜
産
の
振
興

　
　

・ 

香
美
町
但
馬
牛
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
に
よ
る
増
頭
対
策

　
　

・
㈱
但
馬
牛
振
興
公
社
へ
の
出
資

　
　

④
漁
業
・
水
産
加
工
業
の
振
興

　
　

・
日
本
さ
か
な
検
定
の
実
施

　
　

・ 

香
美
町
の
水
産
を
考
え
る
会
に
よ
る

活
性
化
方
策
の
検
討

　

イ 

観
光
の
振
興

　
　

①
香
美
町
役
場
神
戸
営
業
所
の
取
組

　
　

・
香
美
町
フ
ェ
ア
、
但
馬
牛
フ
ェ
ア

　
　

・
香
住
ガ
ニ
フ
ェ
ス
タ

　
　

②
空
の
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
事
業

　
　

・
愛
称
「
余
部
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
」

　
　

・
11
月
26
日
完
成
記
念
式
典

２
．
町
内
の
活
性
化

　

ア 

移
住
定
住
対
策
の
推
進

　
　

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
本
格
運
用

　
　

・ 
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に

よ
る
情
報
発
信

　
　

・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
開
催

　

イ 

地
域
内
循
環
型
経
済
の
促
進

　
　

①
公
共
事
業
な
ど
の
町
内
業
者
優
先

　
　

② 

各
種
制
度
な
ど
に
お
け
る
町
内
商
品

券
の
交
付

　
　

・
住
宅
改
修
費
助
成
金
制
度

　
　

・
住
宅
取
得
奨
励
金
制
度

　
　

・ 

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
グ
リ
ー
ン

チ
ケ
ッ
ト

　

ウ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　

・
６
人
の
隊
員
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

エ 

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

　
　

・ 

構
築
に
向
け
た
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
作
成

　
　

・ 

機
能
や
役
割
、
町
が
実
施
す
る
支
援

策
な
ど
の
検
討

３
．
新
分
野
へ
の
取
組

　

ア 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

　
　

①
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
事
業

　
　

・
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
推
進

　
　

② 

防
犯
灯
、
集
会
所
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
　

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る
補
助

４
．
医
療
・
福
祉
の
充
実

　

ア 

医
療
技
術
者
修
学
資
金
貸
与
制
度

　

イ 

子
育
て
支
援
策
の
推
進

　
　

①
こ
ど
も
医
療
費
助
成

　
　

・
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
拡
充

　
　

②
保
育
料
の
軽
減

　
　

・
国
基
準
の
５
割
ま
で
軽
減

　
　

③
村
岡
区
保
育
所
統
合

　
　

・ 

平
成
30
年
度
に
統
合
園
舎
の
整
備
、

31
年
度
に
開
園

　

ウ 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
　

①
地
域
介
護
拠
点
整
備
事
業

　
　

・ 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の

整
備
に
対
す
る
助
成

　
　

②
介
護
職
員
確
保
対
策
事
業

　
　

・ 

職
員
募
集
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

　
　

・ 

40
歳
以
下
の
新
規
就
業
者
と
事
業
者

に
対
す
る
助
成
制
度
の
創
設

　

エ 

障
害
者
福
祉
の
充
実

　
　

①
障
害
者
等
日
常
生
活
支
援
事
業

　
　

・ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
場
合
の
助
成
制
度
の
創
設

５
．
防
災
の
強
化

　

ア 
防
災
行
政
無
線
の
全
町
デ
ジ
タ
ル
化

　
　

・ 
香
住
区
の
電
波
伝
搬
調
査
な
ど
の
実
施

設
計
、
平
成
30
年
度
か
ら
整
備
に
着
手

６
．
交
通
の
確
保

　

ア 

バ
ス
交
通
の
抜
本
的
見
直
し
の
継
続

　
　

・
相
谷
佐
津
間
の
デ
マ
ン
ド
運
行

　
　

・
香
住
区
内
の
市
街
地
循
環
運
行

　

イ 

香
住
駅
周
辺
の
環
境
整
備

　
　

・ 

香
住
高
校
絵
画
部
に
よ
る
改
修
イ

メ
ー
ジ
図
を
基
に
デ
ザ
イ
ン
画
を
作

成
し
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議

７
．
教
育
の
充
実

　

ア 

魅
力
あ
る
学
校
園
づ
く
り

　
　

・
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

　
　

・ 

学
校
間
ス
ー
パ
ー
連
携
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
の
実
施

　

イ  

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前

キ
ャ
ン
プ
招
致
活
動
の
推
進

　
　

・ 

国
を
「
フ
ラ
ン
ス
」、種
目
を
「
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
」
に
絞
り
活
動
中

　

ウ  

関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
２
０
２
１

　
　

・ 

昨
年
10
月
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

の
開
催
地
に
決
定

　
　

・ 

開
催
日
は
平
成
33
年
５
月
25
日
、
26

日
に
決
定

　

エ 

学
校
施
設
の
大
規
模
改
修

　
　

・ 

耐
震
化
事
業
は
昨
年
度
末
に
完
了
し
、

耐
震
化
率
は
１
０
０
％

　
　

・ 

村
岡
中
学
校
体
育
館
の
大
規
模
改
修

工
事
の
実
施
、
香
住
第
二
中
学
校
体
育

館
の
大
規
模
改
修
工
事
の
実
施
設
計
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①採用と退職

職種 採用 退職
一般行政職 5人 10人
教育職 1人 －
企業職 6人 6人
医師職 － 1人
看護職 － 1人
技能労務職 － 1人
合　計 12人 19 人

※ 採用は平成 28 年 4 月 2 日～平成
29 年 4 月 1 日
※ 退職は平成 28 年度中
※ 企業職は公立香住病院の職員で、
医師、看護師など

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
課

平
成
29
年
10
月
公
表

　

香
美
町
の
職
員
の
任
用
、
給
与
、
服
務
な
ど
人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
28

年
度
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
地
方
公
務
員
法
」
お
よ
び
「
香
美
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
人
事
行
政
の
公
平
性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も

の
で
す
。

１ 

職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員
数
の
状
況

２ 

職
員
の
人
事
評
価
の
状
況

３ 

職
員
の
給
与
の
状
況

②部門別職員数の状況

職種
職員数 対前年

増減数28年 29 年

一般行政部門 146 人 142 人 △ 4人
一般管理 101 人 99 人 △ 2人
福祉 45人 43 人 △ 2人

特別行政部門 38人 37 人 △ 1人
教育 38人 37 人 △ 1人

公営企業等会計部門 109 人 107 人 △ 2人
病院 79人 78 人 △ 1人
水道 8人 7人 △ 1人
下水道 5人 5人 0人
その他 17人 17 人 0人
合　計 293 人 286 人 △ 7人

※ 各年 4月 1日現在の数値
※ 地方公共団体定員管理調査による職員数で、町長、
副町長、教育長を除いた人数

③定員管理の数値目標の年次別進ちょく状況の概要

部門
職員数 32 年の数値

目標（Ｃ）
進ちょく率

17年（Ａ） 27年 29 年（Ｂ）

一般行政部門 213 人 145 人 142 人 144 人 102.9％
特別行政部門 54人 38 人 37 人 39 人 113.3％
公営企業等会計部門 47人 35 人 32 人 35 人 125.0％

合　計 314 人 218 人 211 人 218 人 107.3％

※ 各年 4月 1日現在の数値
※ 進ちょく率は（B－ A）／（C－ A）× 100 で求めた率
※公立香住病院を除く

職員数（Ａ） 182 人
給与費（Ｂ） 1,046,982 千円
給料 678,785 千円
職員手当 103,913 千円
期末・勤勉手当 264,284 千円

一人当たり給与費（Ｂ / Ａ） 5,753 千円

②職員給与費の状況

※ 平成 28 年度普通会計決算額を基に計算
※ 職員数は、平成 28 年 4 月 1日現在の人数
※ 職員手当には、退職手当を含まない

①人件費の状況

住民基本台帳人口 18,387 人
歳出額（Ａ） 14,136,598 千円
実質収支 354,419 千円
人件費（Ｂ） 1,832,440 千円
人件費率（Ｂ / Ａ） 13.0％
前年度人件費率 12.8％

※ 住民基本台帳人口は平成 28 年度末現在の数
値
※ 平成 28 年度普通会計決算額を基に計算
※ 人件費には、一般職給与や共済費（社会保
険料）のほかに、特別職給与、議会議員報酬、
各種委員や消防団員など非常勤職員に支給
される報酬などを含む
　 人件費（B）は、前年度比 64,510 千円の減

③ 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給

与月額の状況

区分 一般行政職 技能労務職 教育職
平均年齢 43.4 歳 55.2 歳 38.5 歳
平均給料月額 317,400 円 341,600 円 289,300 円
平均給与月額 339,800 円 360,800 円 299,200 円

※ 平成 29 年 4 月 1 日現在の数値
※ 給与は、給料と諸手当（扶養手当、通勤手当など）の合計額

④ラスパイレス指数の状況

年度 ラスパイレス指数
平成 28年度 95.0
平成 27年度 95.2

※ 各年 4月 1日現在の数値
※ ラスパイレス指数とは、国家公
務員の給与水準を 100 とした場
合の職員の給与水準を示す指数

⑤職員の初任給の状況

区分
初任給

香美町 国
一般行政職
大学卒 178,200 円 178,200 円
高校卒 146,100 円 146,100 円

技能労務職
高校卒 1級 148,200 円 －
高校卒 2級 153,000 円 －

教育職
大学卒 178,200 円 －
短大卒 158,800 円 －

※ 平成 29 年 4 月 1 日現在の数値

　

職
員
の
能
力
お
よ
び
業
績
を
把
握
し
た
上

で
行
う
人
事
評
価
制
度
を
本
格
導
入
し
て
お

り
、「
業
績
評
価
」
と
「
能
力
評
価
」
の
両

面
か
ら
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
事
評
価
結
果
は
翌
年
度
の
勤
勉
手
当
に

反
映
す
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
（
職
員
研

修
）
や
分
限
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

⑥職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況

区分
経験年数

10年 15 年 20 年
一般行政職
大学卒 244,800 円 280,367 円 321,500 円
高校卒 211,200 円 250,500 円 286,000 円

技能労務職
高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし
中学卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

教育職
大学卒 244,800 円 278,700 円 該当者なし
短大卒 該当者なし 該当者なし 299,500 円

※ 平成 29 年 4 月 1 日現在の数値

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事 14人 8.8％
2級 主事 9人 5.7％
3級 主査 66人 41.5％
4級 主幹 44人 27.7％
5級 副課長、課長 15人 9.4％
6級 課長 11人 6.9％

合　　計 159 人 100.0％

⑦一般行政職の級別職員数などの状況

※ 平成 29 年 4 月 1 日現在の数値
※ 町の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数
※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職員の代表的な
職務

⑧職員手当の状況

区分
香美町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225 月 0.85 月 1.225 月 0.85 月
12 月期 1.375 月 0.85 月 1.375 月 0.85 月
計 2.60 月 1.70 月 2.60 月 1.70 月

加算措置
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置

職制上の段階、職務の級
などによる加算措置

（1）期末・勤勉手当

※ 平成 29 年 10 月 1 日現在の数値

区分
香美町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続 20年 20.445 月 25.55625 月 20.445 月 25.55625 月
勤続 25年 29.145 月 34.5825 月 29.145 月 34.5825 月
勤続 35年 41.325 月 49.59 月 41.325 月 49.59 月
最高限度額 49.59 月 49.59 月 49.59 月 49.59 月

加算措置
定年前早期退職特例措置
（3％～ 45％加算）

早期退職募集制度
（3％～ 45％加算）

退職時
特別昇給

なし なし

（2）退職手当

※ 平成 29 年 4 月 1 日現在の数値

対象地域 支給率 対象職員数 国の制度（支給率）
神戸市 9.25％ 2人 12％

（3）地域手当

※ 平成 29 年 4 月 1 日現在の数値

区分 全職種
支給実績 38,221,000 円
支給職員一人当たり平均支給年額 248,188 円

（5）時間外勤務手当

※ 平成 28 年度普通会計決算額を基に計算

区分 全職種
支給実績 261,014 円
支給職員一人当たり平均支給年額 18,640 円
職員全体に占める手当支給職員数（割合） 14人（7.7％）

手当の種類
危険作業手当
死体処理従事手当
廃棄物処理業務手当

（4）特殊勤務手当

※ 平成 28 年度普通会計決算額を基に計算

手当名、内容および支給単価
国の制度との比較

違いの有無 相違点
扶養手当

扶養親族のある職員に対して支給
①配偶者：月額 10,000 円、②子：月額 8,000 円、③父母など：月額 6,500 円
　※ 特定期間（16歳～ 22歳）の子は、月額 5,000 円を加算
　※配偶者がない場合、子のうち 1人は月額 10,000 円
　※配偶者、扶養親族の子がない場合、父母などのうち 1人は月額 9,000 円

無 ―

住居手当

自ら居住するための住宅を借り受け、家賃を支払っている職員に対して支給
　支給限度額：月額 27,000 円

無 ―

通勤手当

通勤のため交通機関、自動車などを使用している職員に対して支給
（通勤距離が 2㎞未満である職員を除く）
①交通機関などを利用
・運賃など相当額（鉄道など利用者は 6ヵ月定期券の額）
・支給限度額：月額 55,000 円
②自動車などを利用
・通勤距離に応じて月額 2,100 円～ 31,600 円

一部異なる
②の場合、使用距離区分が
国よりも細かい

（6）そのほかの手当

※ 平成 29 年 4 月 1 日現在の数値
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※ 平成 29 年 10 月 1 日現在の数値※平成 29 年 10 月 1 日現在の数値

職名 区分 月額 区分 支給割合
町長

給料

752,000 円

期末手当
6月期：2.075 月
12 月期：2.225 月
合　計：4.300 月

副町長 616,000 円
教育長 564,000 円
病院事業管理者 526,000 円
議長

報酬
321,000 円

期末手当
6月期：2.075 月
12 月期：2.225 月
合　計：4.300 月

副議長 237,000 円
議員 214,000 円

⑨特別職の報酬などの状況

概要 平均取得日数
1年につき 20日付与

※翌年に繰り越し可能（最大 20日）
10.4 日

②年次有給休暇の取得状況

※ 平成 28 年 1 月 1 日～同年 12 月 31 日までの数値
※ 年間を通して在職した一般職の平均取得日数

①勤務時間の状況

※ 平成 29 年 4 月 1 日現在の数値※平成 29 年 4 月 1日現在の数値

勤務時間
開始時刻 午前 8時 30分
終了時刻 午後 5時 15分

休憩時間 正午～午後１時
週休日 土曜日、日曜日
１週間の正規の勤務時間 38時間 45分

平成 28年度中に新たに育児休業を取得

した職員
4人

平成 27年度から引き続き育児休業を取

得している職員
10人

③育児休業の取得状況

※ 平成 28 年度の数値
※ 育児休業とは、職員が 3歳に満たない子を養育するため
に休業することができる制度で、この期間中の給与は支
給されない

４ 

職
員
の
勤
務
時
間
と
勤
務
条
件

５ 

職
員
の
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分

６ 

職
員
の
服
務
の
状
況

７ 

職
員
の
退
職
管
理
の
状
況

・ 

職
員
の
資
質
お
よ
び
職
務
遂
行
能
力
の
向

上
を
図
る
た
め
の
研
修
を
受
け
る
場
合

・ 

職
務
の
遂
行
に
関
連
の
あ
る
資
格
の
試
験

を
受
験
ま
た
は
更
新
す
る
場
合

・ 

職
務
執
行
に
関
し
密
接
な
関
連
の
あ
る
国
、

県
ま
た
は
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
も
し
く

は
公
共
的
団
体
の
職
務
に
従
事
す
る
場
合

・ 

消
防
団
員
ま
た
は
水
防
団
員
と
し
て
の
業

務
に
従
事
す
る
場
合

・ 

定
期
健
康
診
断
ま
た
は
町
長
が
認
め
る
健

康
診
断
を
受
け
る
場
合

②
営
利
企
業
な
ど
の
従
事
制
限
に
関
す
る
許
可

　

職
員
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、
営
利

企
業
な
ど
へ
の
従
事
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
任
命
権
者
の
許
可
を
受
け
て
営
利

企
業
な
ど
に
従
事
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
第
３
セ
ク
タ
ー
の
役
員
に
就
任
す

る
場
合
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

①
職
務
専
念
の
義
務
の
免
除

　

職
員
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、
職
務

に
専
念
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
法
律
ま

た
は
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
、

限
定
的
に
当
該
義
務
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

条
例
で
職
務
専
念
義
務
を
免
除
で
き
る
場

合
と
し
て
は
、
休
暇
の
ほ
か
「
香
美
町
職
員

の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る

条
例
」
で
規
定
し
て
お
り
次
の
場
合
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

地
方
公
務
員
法
第
38
条
の
２
の
規
定
に
よ

り
、
営
利
企
業
な
ど
に
再
就
職
し
た
元
職
員

が
、
離
職
前
の
職
務
に
関
し
て
、
現
職
職
員

へ
の
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
同
法
の
規
定
に
よ
っ
て
退
職

管
理
の
適
正
化
を
図
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

②懲戒処分の状況

※ 平成 28 年度の数値
※ 懲戒処分とは、法律または条
例、規則に違反した場合、職
務上の義務に違反し、または
職務を怠った場合、全体の奉
仕者たるにふさわしくない非
行のあった場合に、戒告、減
給、停職、免職となる不利益
処分のことをいう

※平成 28 年度の数値

処分件数 0件
戒告 0件
減給 0件
停職 0件
免職 0件

①分限処分の状況

※ 平成 28 年度の数値
※ 分限処分とは、勤務成績が良
くない場合、心身故障のため
に職務遂行に支障がある場合、
長期休養を要する場合などに、
公務能率の維持およびその適
正な運営の確保を目的として、
降任、免職、休職、降給させ
る不利益処分のことをいう

※平成 28 年度の数値

処分件数 0件
降任 0件
免職 0件
休職 0件
降給 0件

　

 

の
状
況

　

 

の
状
況
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

※ 平成 28 年度の数値※平成 28 年度の数値

主催者 研修名および受講者数

兵庫県自治研修所
職員 1部研修 2人、職員 2部研修 1人、監督職研修 2人、管理職研修 1人、政策づくり

の基本研修 1人、行政法研修 1人

但馬広域行政事務組合

人権研修 (Ⅰ ) 7 人、人権研修 (Ⅱ ) 3 人、管理職員研修 3人、新任職員研修（前期・後期）

6人、地方自治法研修 5人、民法研修 7人、法制執務研修 6人、監督職研修 5人、女性リー

ダー養成研修 2人、プレゼンテーション研修 5人、中堅職員研修 2人

兵庫県町村会
中堅職員ブラッシュアップ研修 1人、係長役割認識研修会 2人、課長役割認識研修会 2人、

政務担当職員研修 2人、エルダー研修（前期・後期）2人、輝く地域づくり研修会 7人

兵庫県自治協会 パソコン研修 10人

兵庫県

新地方公会計の整備に関する研修 1人、地域おこし協力隊研修 4人、地方債事務担当職員

研修 3人、地方公営企業会計担当職員研修 2人、給与事務担当職員研修 1人、人事労務担

当職員研修 2人

全国市町村国際文化研修所 専門研修 5人

ふれあい旅行実行委員会 第 28回ふれあい旅行福祉ボランティア研修 6人

香美町

情報セキュリティ研修 338 人、認知症サポーター養成講座 183 人、交通安全講習会 363 人、

障害者差別解消法研修 80人、評価者研修 37人、地域連携教育研修 5人、新任職員研修 6

人、新任職員職場外研修 5人、人権研修 100 人

区分 実施状況

競争試験 9人

選考 3人

※ 平成 28 年度の数値
※  職員の採用方法は、試験と選考の 2種類
　 選考による採用は、医師など免許や資格などを
必要とする職などに限られている

区分 実施状況

勤務条件に関する措置の要求状況 0件

不利益処分に関する不服申し立ての状況 0件

※ 平成 28 年度の数値
※ 公平委員会は、地方自治法および地方公務員法に定められた、職員
の勤務条件に関する措置の要求や職員に対する不利益処分を審査し、
必要な措置を行う行政委員会

　 香美町では、地方公務員法の規定に基づき但馬の市町で共同設置し
た「但馬公平委員会」で事務処理が行われている

①福利厚生の状況

※ 平成 28 年度※平成 28 年度

区分 内容

健康管理
定期健康診断、ストレスチェック、人間ドック、脳ドッ
ク、子宮がん検診を実施

共済制度

職員は、兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共済
組合に加入しています。職員の掛け金と、町の負担金で
運営され、短期（医療保険）、長期（公的年金）、福祉（保
健、貯金、貸付）などの事業を行っています。

互助制度

職員は、（一財）兵庫県市町職員互助会または（一財）
兵庫県学校厚生会に加入しています。共済制度と同じ
く、職員の掛け金と、町の負担金で運営され、福利厚生
事業（各種見舞金、各種祝金、弔慰金などの給付）を行っ
ています。

②公務災害など認定状況

項目 件数

公務災害発生件数 8件

通勤災害発生件数 1件

※ 平成 28 年度の数値
※ 職員は、公務上または通勤時に発生した災害
によって身体的損害を受けた場合、補償を受
けることができる

９ 

職
員
の
福
祉
お
よ
び
利
益
の
保

10 

職
員
の
競
争
試
験
お
よ
び
選
考

８ 
職
員
の
研
修
の
状
況

11 

公
平
委
員
会
の
報
告
事
項

　

 

護
の
状
況

　

 

の
状
況
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●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　教育委員会では、学校・家庭・地域が連携を密にし、町全体で子どもたちの「生きる力」を育む環境づくり

を進めています。

学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上

　近年、車との接触事故や、誘拐や事件などが増えて

きており、登下校時の子どもたちを守る取組が必要と

されています。

　そのような中、本町では地域の見守り隊が子どもた

ちの様子を気にかけながら一緒に登校しています。ま

た保護者や高校生、駐在所の警察官など、地域の皆さ

んが温かいまなざしで見守っています。

　教育委員会や学校は、登下校時の安全確保を図って

いますが、地域の皆さんの力も必要です。子どもたち

の尊い命を守るため、引き続きご協力をよろしくお願

いします。

　10 月 12 日、兎塚小学校 5年生の総合的な学習

の時間で、香美町ふるさとものしり博士※や村岡高

校の生徒、鳥取大学の学生を招き、但馬牛の歴史と

肉質や血統などについて学びました。

　さらに「但馬牛を世界に売り出すためのキャッチ

コピーを考える」をテーマにグループ討議を行い、

新たな考えに気づくなど学習を進めました。また、

地元の産業や特産物をより身近に感じ、郷土愛を育

むこともできました。

　町内の学校園所では、保護者と子どもたちが夏休

み中に学校菜園の水やりや野菜の収穫、地域の人を

講師に迎え、アジのムニエルや野菜コロッケなどふ

るさとの食材をメインに使った調理実習をするなど、

地域や家庭と連携した取組を行いました。

　教育委員会はこれからも「一生記憶に残るような、

ふるさとに学ぶ食育」を地域の皆さんと共に推進し

ていきます。

※町の自然・歴史・産業などに詳しいふるさと教育支援ボランティア

登下校の見守り

ふるさとに学ぶ食育

▲地域の皆さんに見守られながら安全に登校する児童たち

▲グループ討議を行う児童、生徒、学生の皆さん
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こちら
香美町役場
神戸営業所です
　皆さん、こんにちは。香美町役場神戸営業所

の今井です。

　連載第 6回目は小代中学校の「ふるさと学

習会」の授業に参加してきたことについてお話

させていただきます。

　10 月 16 日、小代中学校 2年生の総合学習「ふ

るさと学習会」の授業に参加してきました。

　授業では、より多くの観光客が本町に来ていただ

くための方法について考えてみました。

　本誌 7月号でも紹介しましたが、本町への観光

客入込数は、さまざまな要因により年々減少してい

ます。神戸営業所では、その要因の一つとして「香

美町」の知名度が低いことが原因ではないかと考え

ています。

　私は、授業の中で、神戸営業所での活動内容や仕

事をしていて感じること、自ら情報発信することの

大切さを子どもたちに伝えました。

　その中でも特に、知名度を向上させるためにはテ

レビなどのメディアへの露出などを通じて情報を発

信し、まず「香美町」を知っていただく必要性があ

ります。なぜなら、どんなに魅力ある食材や風景が

あっても、知っていなければ本町へ訪れるきっかけ

にならないからです。

　本町には魅力あふれる食材や風景があります。し

かし、その魅力を伝えるための情報発信力は弱く、

まだまだ成長する余地があると考えています。情報

社会の中、メディアや SNS などを活用しながら魅

力を発信し続けることで「香美町」の知名度が高ま

り、観光客の入込数も変化していくのではないかと

思います。

　この度お話をした中学生など、本町の次世代を担

う子どもたちにも、積極的に情報発信をしていただ

き、本町の魅力を PRしてほしいと思います。

　今後も、神戸営業所の活動で感じることを本町へ

フィードバックし、都市部でのニーズを報告すると

ともに、情報発信拠点として本町の魅力をより多く

の人々に知っていただけるよう、頑張ります。

▲神戸営業所の活動内容などについて話をしました

ま
ち
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

香
美
町
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

　

９
月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
、
香
住
区
内
で
香
美
町
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実

施
し
、
大
阪
や
愛
知
、
関
東
か
ら
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
と
は
、
都
市
圏
か
ら
の
参
加
者
が
地
域
の
中
で
住
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
町
づ
く
り
活
動
を
体
験
し
「
香
美
町
フ
ァ
ン
」
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
ツ
ア
ー
旅
行
で
、
今
年
度
は
町
内
各
地
で
３
回
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
平
成
28
年
度
か
ら
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
移
住
定
住
施
策
の
一
環

と
し
て
、
㈱
Ｒ
ｉ
ｄ
ｉ
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
（
リ
デ
ィ
ラ
バ
）
に
業
務
委
託
を
し
、
香

美
町
移
住
サ
ポ
ー
ト
業
務
受
託
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
（
松
岡
大

悟
理
事
長
）
の
協
力
の
も
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
が
取
り
組
む
「
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
た
ま
ち
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
活
動
」
に
参
加
し
、本
町
に
「
思

い
出
の
場
所
」
を
創
造
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
１
日
目
に
塗
装
業

を
営
む
松
岡
理
事
長
の
指
導
で
、

空
き
家
の
壁
を
塗
装
し
、
見
違
え

る
よ
う
な
空
間
の
変
化
を
体
験
。

２
日
目
は
お
披
露
目
と
し
て
開
催

さ
れ
た
１
日
限
定
の
カ
フ
ェ
で
参

加
者
が
持
ち
寄
っ
た
お
土
産
を
振

る
ま
い
、
訪
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
香
住
区
出

身
の
上
田
智
広
さ
ん
（
千
葉
県
在

住
）
は
「
１
日
の
作
業
で
起
こ
っ

た
変
化
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
こ
の
場
所
と
、
ま
ち
に

ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
る
の
か

と
て
も
気
に
な
り
ま
す
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

▲リノベーションされた空間で 1日限定のカフェを楽しむ参加者の皆さん
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最
終
処
分
場
で
は
、
施
設
の
供
用
を
開
始

し
た
平
成
６
年
度
か
ら
現
在
ま
で
、「
一
般

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め

る
省
令
（
以
下
「
基
準
省
令
」
と
い
う
。）」

に
基
づ
い
て
維
持
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
最

終
処
分
場
か
ら
の
浸
出
水
に
つ
い
て
も
、
基

準
省
令
に
定
め
る
排
水
基
準
（
事
業
所
な
ど

か
ら
の
排
水
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
な
ど
の

量
に
対
す
る
許
容
限
度
。
そ
の
遵
守
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
）
に
適
合
す
る
よ
う
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
処
理
を
行
っ
た
水
（
以
下
「
処
理
水
」

と
い
う
）
は
、
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
が
稼
働

し
て
い
た
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
は
焼
却
施

設
の
冷
却
水
な
ど
で
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
の
廃
止
に
伴
い
、
同
年

４
月
か
ら
は
矢
田
川
へ
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
基
準
省
令
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
処
理
水
の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
は
左
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
最
終
処
分
場
か
ら
の
浸
出
水
に
よ

る
周
縁
の
地
下
水
へ
の
影
響
の
有
無
を
判
断

す
る
た
め
、
最
終
処
分
場
の
上
流
側
と
下
流

側
か
ら
採
取
し
た
地
下
水
の
水
質
検
査
も
実

施
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
環
境
基
準
（
人
の

健
康
を
保
護
し
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
上

で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
）
を

満
た
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
水
質
検
査
の
結
果
を
含
む

最
終
処
分
場
の
維
持
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、

町
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.tow
n.m
ikata-kam

i.

lg
.jp/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
今
後
も
放
流
す
る
処
理
水
の
水

質
が
基
準
省
令
に
定
め
る
排
水
基
準
に
適
合

す
る
よ
う
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い

ま
す
。

最
終
処
分
場
か
ら
の
処
理
水
の

最
終
処
分
場
か
ら
の
処
理
水
の

矢
田
川
へ
の
放
流
に
つ
い
て

矢
田
川
へ
の
放
流
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北

但
が
稼
働
し
た
こ
と
に
伴
い
「
矢
田
川
レ
イ

ン
ボ
ー
（
ご
み
処
理
施
設
、
粗
大
ご
み
処
理

施
設
）」
は
廃
止
し
ま
し
た
が
（
現
在
、
解

体
撤
去
工
事
中
）、　

こ
れ
に
併
設
し
た
最
終

処
分
場
は
、
主
に
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
か

ら
の
焼
却
灰
な
ど
を
受
け
入
れ
て
、
埋
め
立

て
処
分
を
続
け
て
い
ま
す
（
平
成
33
年
３
月

末
ま
で
）。

お詫び
　平成 28 年４月から最終処分場の処

理水を矢田川に放流することについて

の事前説明が不十分であったことから、

住民（特に下流域にお住まいの住民）

の皆様にご心配をお掛けし、不安を抱

かせることとなりましたことに、心か

らお詫び申し上げます。

　町といたしましては、この間に頂戴

したご意見、ご要望を真摯に受け止め、

今後とも放流する処理水の水質が法令

に定める排水基準に適合するよう施設

の適正な維持管理を行うとともに、住

民の皆様の安心に繋がるよう情報提供

に努めてまいりますので、何卒ご理解

賜りますようお願い申し上げます。

　平成 29 年 11 月

　　　　　　　香美町長　浜 上 勇 人



13 －広報 ふるさと香美 2017.11

【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

▼表 1-2　平成 29 年度処理水の水質検査結果（毎月調査項目）

項　目 単位 維持管理上の基準値 結　果

（
有
害
物
質
）

健
康
項
目

アルキル水銀 ㎎ /L 検出されないこと
不検出

（＜ 0.0005）

総水銀 ㎎ /L 0.005 以下 ＜ 0.0005

カドミウム ㎎ /L 0.03 以下 ＜ 0.003

鉛 ㎎ /L 0.1 以下 ＜ 0.01

有機燐 ㎎ /L 1 以下 ＜ 0.02

六価クロム ㎎ /L 0.5 以下 ＜ 0.01

砒素 ㎎ /L 0.1 以下 ＜ 0.004

シアン ㎎ /L 1 以下 ＜ 0.01

ポリ塩化ビフェニル ㎎ /L 0.003 以下 ＜ 0.0003

トリクロロエチレン ㎎ /L 0.1 以下 ＜ 0.002

テトラクロロエチレン ㎎ /L 0.1 以下 ＜ 0.0005

ジクロロメタン ㎎ /L 0.2 以下 ＜ 0.02

四塩化炭素 ㎎ /L 0.02 以下 ＜ 0.002

1,2- ジクロロエタン ㎎ /L 0.04 以下 ＜ 0.004

1,1- ジクロロエチレン ㎎ /L 1 以下 ＜ 0.02

シス -1,2- ジクロロエチレン ㎎ /L 0.4 以下 ＜ 0.04

1,1,1- トリクロロエタン ㎎ /L 3 以下 ＜ 0.0005

1,1,2- トリクロロエタン ㎎ /L 0.06 以下 ＜ 0.006

1,3- ジクロロプロペン ㎎ /L 0.02 以下 ＜ 0.002

チウラム ㎎ /L 0.06 以下 ＜ 0.006

シマジン ㎎ /L 0.03 以下 ＜ 0.003

チオベンカルブ ㎎ /L 0.2 以下 ＜ 0.02

ベンゼン ㎎ /L 0.1 以下 ＜ 0.01

セレン ㎎ /L 0.1 以下 ＜ 0.01

ほう素化合物 ㎎ /L 50 以下 1.1

ふっ素化合物 ㎎ /L 15 以下 ＜ 0.1

アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物、硝酸化合物 ㎎ /L 200 以下 2.5

1,4- ジオキサン ㎎ /L 0.5 以下 ＜ 0.005

（
汚
濁
物
質
）

生
活
環
境
項
目

n- ヘキサン抽出物質（鉱油） ㎎ /L 5 以下 ＜ 0.5

n- ヘキサン抽出物質（動植物油） ㎎ /L 30 以下 ＜ 0.5

フェノール類 ㎎ /L 5 以下 ＜ 0.02

銅 ㎎ /L 3 以下 ＜ 0.01

亜鉛 ㎎ /L 2 以下 0.02

鉄（溶解性） ㎎ /L 10 以下 0.03

マンガン（溶解性） ㎎ /L 10 以下 ＜ 0.01

クロム ㎎ /L 2 以下 ＜ 0.01

燐 ㎎ /L 16 以下、日平均 8以下 ＜ 0.05

ダイオキシン類 pg-TEQ/L 10 以下 0

数値の表記説明　＜ 0.01 ＝ 0.01 未満　不検出＝測定で定量下限を下回ったもの＝基準値以下

▼表 1-1　平成 29 年度処理水の水質検査結果（年 2回調査項目）
【1回目】試料採取：平成 29 年 5 月 2日、分析結果：平成 29 年 6 月 24 日　※ 2回目は 11 月採取で計画

項　目 単位 維持管理上の基準値 4月 5月 6月 7月 8月 9月

（
汚
濁
物
質
）

生
活
環
境
項
目

水素イオン濃度（pH） － 5.8 以上 8.6 以下 7.7 7.5 7.4 7.3 7.1 7.6

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎ /L 60 以下 1.6 1.6 1.0 1.7 1.4 ＜0.5

化学的酸素要求量（COD） ㎎ /L 90 以下 5.3 4.4 4.9 3.8 2.3 4.4

浮遊物質量（SS） ㎎ /L 60 以下 ＜ 1 ＜ 1 ＜ 1 2 2 3

大腸菌群数 個 /㎥ 3,000 以下 ＜ 1 ＜ 1 ＜ 1 ＜ 1 ＜ 1 ＜ 1

窒素 ㎎ /L 120 以下、日間平均 60以下 4.6 3.3 1.5 3.3 2.3 2.0
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1111
月
５
日
は
、

月
５
日
は
、

津
波
防
災
の
日
で
す

津
波
防
災
の
日
で
す

風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
予
防
対
策
は
し
っ

か
り
で
き
て
い
ま
す
か
。

　

予
防
対
策
は
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重

ね
が
大
切
で
す
。
し
っ
か
り
予
防
対
策

を
行
い
、
元
気
に
冬
を
乗
り
越
え
ま

し
ょ
う
。

　

「
手
洗
い
」「
う
が
い
」「
マ
ス
ク
」

が
一
般
的
に
は
３
大
予
防
対
策
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
予
防
方
法
だ
け
で
は

体
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
入
る
の
を
完
全

に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
の
有

効
な
予
防
方
法
を
併
せ
て
行
い
ま
し
ょ

う
。

①
こ
ま
め
な
水
分
補
給

　

「
15
分
毎
く
ら
い
に
水
分
を
一
口
飲

む
と
、
口
や
喉
を
洗
い
流
す
の
と
同
じ

こ
と
に
な
り
風
邪
予
防
に
つ
な
が
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
歯
磨
き

　

口
の
中
に
は
虫
歯
菌
以
外
に
も
雑
菌

が
い
ま
す
。
歯
磨
き
を
し
て
口
の
中
を

清
潔
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
口
の
中
の

粘
膜
も
健
康
に
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
を
取

り
込
み
に
く
い
状
態
に
し
ま
す
。

③
部
屋
の
湿
度
60
％
を
維
持
す
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
乾
燥
に
強
く
湿

度
に
弱
い
特
性
が
あ
り
、
湿
度
が
高
い

と
死
滅
し
ま
す
。
加
湿
器
の
使
用
や
室

内
に
洗
濯
物
や
濡
れ
た
タ
オ
ル
を
か
け

る
な
ど
し
て
湿
度
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
、
湿
度
が
高
く
な
り
過
ぎ
る
と

カ
ビ
や
ほ
か
の
菌
、
ダ
ニ
な
ど
の
繁
殖

を
促
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
で
出
来
る
だ
け
ウ

イ
ル
ス
が
体
に
入
る
の
を
防
ぎ
ま
す
が
、

ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
て
し
ま
っ
た
場
合

に
備
え
て
、
免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ

と
も
と
て
も
大
切
で
す
。

　

免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
十
分

な
睡
眠
を
取
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
を
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

体
温
が
低
く
な
る
と
免
疫
力
も
下
が
る

の
で
、
体
の
温
ま
る
よ
う
な
食
事
や
衣

類
、
寝
具
に
も
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

　

11
月
５
日
は
、
津
波
に
つ
い
て
理
解
と
関

心
を
高
め
る
た
め
に
、「
津
波
防
災
の
日
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

津
波
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

11
月
１
日
に
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
場
合
に
は
、

周
り
の
人
に
声
を
か
け
な
が
ら
「
周
囲
の
状

況
に
応
じ
て
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安

全
を
確
保
す
る
」
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

こ
の
安
全
確
保
行
動
を
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

と
い
っ
て
、

「
ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い
」

の
基
本
行
動
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
自
分
の
身
を
守
れ

る
よ
う
に
日
頃
か
ら
訓
練
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▲中学校で行われた安全確保行動

▲シェイクアウト訓練の基本行動
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香美町環境美化推進協議会香美町環境美化推進協議会
による工場見学を行いましたによる工場見学を行いました

●問い合わせ先　役場町民課

　香美町環境美化推進協議会（山村紀久子会長）で

は視察研修の一環として 9月 27 日に古紙のリサイ

クルを行っている西日本衛材㈱の工場見学を行い、

委員・事務局など 19 人が参加しました。

　同工場では事業所の機密書類や印刷会社から排出

される産業古紙などからトイレットペーパーを作っ

ており、1日平均で 70 万ロールもの製品が出来上

がるそうです。

　担当者に話を聞いた後、古紙からリサイクルされ

た大きなトイレットペーパーを細く巻きなおすとこ

ろや、細く巻きなおしたロールへのミシン目入れ・

カットなどの加工、インクや泥などの異物として排

出されたスラッジ（製紙工程でできる廃棄物）など

のさまざまなリサイクル工程を見学しました。

　特に牛乳パックは良質なリサイクル原料になるこ

と、最近は機密情報の関係から箱詰めのままのリサ

イクルの需要が増えていることなど、担当者の説明

を熱心に聞いていました。

　山村会長は、「自分たちが排出しているものがリ

サイクルされる現場を間近で見ることで、分別に対

する意識が高まりました」と語っていました。

【事例】

　申し込んだ覚えがないのに「2億円当選しま

した」とメールが届いた。

　何度も同じメールが届くので、本当に当選し

たのかもと思い、返信した。当選金を受け取る

には登録料 1万円が必要と言われ、指示され

るままにコンビニでプリペイド型電子マネーギ

フト券を購入し、裏に書かれた番号を写真に

撮って送信した。

　その後も、手数料などの名目の請求があり、

合計で 5万円を支払った。しかし、あらため

て考えると怪しいと思う。だまされたのか。

【ひとことアドバイス】

◆ 「有料サイトの料金が未納」「当選したので

お金がもらえる」など、心当たりのないメー

ルが届いても、絶対に開かず、すぐに削除し

てください。

◆ 添付ファイルなどを開けるとウイルスに感染

する可能性があります。

◆ 安易に連絡をすると、金銭を要求されたり、

個人情報を聞き出されたりします。

◆ コンビニや ATMに行くよう指示するものは

詐欺です。絶対に信用してはいけません。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活費 相談

メールで 2億円当たったと言われて…
～当選商法の詐欺手口～

▲工程を見学する委員の皆さん ▲古紙からリサイクルされた大きなトイレットペーパー ▲カット加工されるトイレットペーパー
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■
編
集
後
記
■

　

今
月
の
表
紙
は
、
三
柱

神
社
秋
季
例
大
祭
で
獅
子

舞
を
奉
納
す
る
若
松
区
獅

子
舞
保
存
会
の
写
真
で
す
。

　

昭
和
25
年
ご
ろ
よ
り
始

ま
っ
た
若
松
区
の
獅
子
舞

は
、
豊
岡
市
の
小
田
井
神

社
か
ら
舞
を
教
わ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

保
存
会
の
皆
さ
ん
は
、

９
月
か
ら
約
１
カ
月
の
稽

古
を
さ
れ
、
宵
宮
の
９
月

30
日
か
ら
本
宮
の
10
月
１

日
に
か
け
て
若
松
区
内
の

約
２
６
０
軒
の
１
軒
１
軒

に
、
本
宮
で
は
香
住
漁
港

西
港
で
御
神
輿
に
、
笛
や

太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
勇

壮
に
獅
子
舞
を
奉
納
し
ま

し
た
。

　

こ
の
獅
子
舞
を
地
元
の

子
ど
も
た
ち
に
伝
承
し
よ

う
と
、
若
松
区
内
の
小
学

３
年
の
男
子
に
も
獅
子
舞

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
伝
統
を
守
り
、

後
世
に
伝
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

（
木
）

文 芸 か み文 芸 か み
真真
ま さ ごま さ ご

砂砂俳句会俳句会
９月句会から９月句会から

夫
今
も
帰
宅
し
そ
う
な
盆
提
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

道
標
も
地
蔵
も
纏
う
苔
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

母
よ
り
継
ぐ
猛
暑
の
中
の
畠
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

夏
満
月
百
四
歳
に
て
父
逝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
西 

澤
子

天
辺
よ
り
銀
色
の
水
青
棚
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

水
音
の
絶
え
ぬ
湿
原
糸
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

机
に
伏
す
坊
主
頭
へ
晩
夏
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

つ
ば
広
の
帽
子
の
少
女
夏
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 
政
江

参
道
の
暮
れ
残
り
た
る
酔
芙
蓉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

ふ
る
さ
と
は
船
笛
の
町
早
稲
実
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

多
め
の
点
滴
ひ
ん
や
り
と
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

神
棚
の
盛
塩
換
え
る
九
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

新
涼
や
外
灯
白
く
澄
み
切
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

12
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬
に
特
定
記

録
で
郵
送
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
保
険
証
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
ご
家
族
の
保
険
証
が
あ
る

か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　

国
保
か
ら
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
（
扶
養
を
含
む
）
し
た
場
合
は
、
す

み
や
か
に
国
保
の
保
険
証
を
返
却
し
、
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
就
職
や
転
職
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
新
し
い
勤
務
先
が
国
保
の
資

格
喪
失
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
本
人
や
ご
家
族
が
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
…

　

特
別
の
事
情
が
な
く
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
通
常
の
有
効
期

間
よ
り
短
い
短
期
被
保
険
者
証
や
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に
届
い
た
と
き
は

見 本

　

従
来
は
２
年
ご
と
の
更
新
で
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
１
年
ご
と
の
更
新
へ
変
更
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
保
険
証
の
有

効
期
限
は
平
成
30
年
11
月
30
日
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
期
限
ま
で
に
75
歳
に
到
達
し
、
後
期
高
齢
医
療
者
制
度
に
移
行
す

る
人
な
ど
は
有
効
期
限
が
短
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
旧
保
険
証
は
、
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地
域

局
に
持
参
い
た
だ
く
か
、
は
さ
み
な
ど
で
裁
断
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 29年 10 月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0136

※ このコーナーは、先月（9/21 ～ 10/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（9/21 ～ 10/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（敬称略）

お悔やみ申し上げます

まちのうごき

人　口

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

35）

14）

21）

5）

（平成 29年 10月 1日現在）

18,262 人（－

8,732 人（－

9,530 人（－

  6,650 世帯（－

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

町
民
と
商
工
業
者
の
交
流
を
図
り
、

町
内
の
商
工
業
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
「
香
美
ん
ぐ
商
工
ま
つ
り
２
０
１

７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し

て
香
住
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
の
後
、
青
葉
保
育
園
の
園
児

に
よ
る
よ
さ
こ
い
踊
り
や
香
美
超
戦

隊
オ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
Ｇ
Ｅ
Ｏ
シ
ョ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
但
馬
水
産
事
務
所
の
ブ
ー
ス
で

レ
ン
コ
ダ
イ
の
魚
拓
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
山
崎
諒あ

さ

ひ飛
（
６
歳
）
く
ん
は
「
魚

に
色
を
塗
る
と
こ
ろ
が
面
白
か
っ
た

で
す
。魚
拓
は
家
に
飾
り
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
に
解
禁
と
な
っ
た
香
住

ガ
ニ
（
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）
を
Ｐ
Ｒ

す
る
「
第
９
回
香
住
ガ
ニ
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
産
物
の
即
売
会
や
カ
ニ
汁
の
格

安
販
売
な
ど
が
あ
り
、
大
勢
の
家
族

連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
匹
の
香
住
ガ
ニ
を
３
分

間
で
ど
れ
だ
け
食
べ
ら
れ
る
か
競
う
、

香
住
ガ
ニ
早
食
い
大
会
に
は
抽
選
で

選
ば
れ
た
16
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

加
古
川
市
か
ら
家
族
で
参
加
し
た

大
石
賢
二
さ
ん
は
「
カ
ニ
を
も
ら
う

た
め
に
参
加
し
ま
し
た
。
甘
く
て
身

が
柔
ら
か
く
、
食
べ
ご
た
え
が
あ
り

ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

商
工
業
の
活
性
の
た
め
に

香
住
ガ
ニ
を
Ｐ
Ｒ

９
月
23
日
、
香
住
漁
港
西
港

９
月
16
日
、
香
住
漁
港
西
港

▲レンコダイの魚拓づくりに挑戦する来場者

▲香住ガニ早食い大会に挑戦する参加者の皆さん

▲レンコダイの魚拓づくりに挑戦する来場者

▲香住ガニ早食い大会に挑戦する参加者の皆さん

　

秋
の
七
草
の
一
つ
、
萩
の
花
が
見

ご
ろ
を
迎
え
、「
萩
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
紫
の
萩
の
花
が
今
年
は
満
開
の

中
、
地
元
住
民
ら
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏

や
尺
八
、
琴
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
来
場
者
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
代
米
や
お
茶
な
ど
も
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

古
代
森
太
郎
こ
と
古
代
体
験
の
森

の
井
上
克
己
施
設
長
は
「
今
年
は
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
萩
の
花
が
満
開
と

な
り
ま
し
た
。
大
勢
の
人
に
来
て
い

た
だ
き
う
れ
し
い
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

満
開
の
萩
の
花
の
中

９
月
23
日
、
古
代
体
験
の
森

▲満開の萩の花の中、演奏を楽しむ来場者の皆さん▲満開の萩の花の中 演奏を楽しむ来場者の皆さん

　

香
美
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
香
住

支
部
（
三
輪
一
三
支
部
長
）
は
、
会

員
の
健
康
増
進
と
交
流
を
深
め
よ
う

と
香
住
区
余
部
の
御
崎
区
で
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
50
人
の
会
員
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
と
海
の
文
化
館
の
藤
原
敦

館
長
か
ら
の
地
域
の
歴
史
講
話
や
余

部
埼
灯
台
周
辺
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
だ
後
、
舞
鶴
海
上
保
安
部
の

宮
崎
清
文
次
長
ら
の
案
内
で
余
部
埼

灯
台
の
内
部
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
灯
台
を
登
っ
た
小
林
里
美

さ
ん
は
「
灯
台
の
歴
史
や
中
の
構
造

が
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
一
高
い
場
所
に
あ
る
灯
台

９
月
20
日
、
余
部
埼
灯
台
周
辺

▲余部埼灯台内部の説明を聞く参加者の皆さん▲余部埼灯台内部の説明を聞く参加者の皆さん
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秋
晴
れ
の
中
、「
第
20
回
村
岡
ダ

ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

蘇
武
岳
を
中
心
に
、
標
高
１
０
０

０
ｍ
級
の
山
の
中
を
駈
け
抜
け
る
起

伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
に
過
去
最
多
と

な
る
２
３
４
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出

場
。
第
20
回
大
会
を
記
念
し
設
け
ら

れ
た
「
勇
者
の
道
１
２
０
キ
ロ
」
に

は
５
４
５
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

山
根
勉
大
会
実
行
委
員
長
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
の
大
会
も
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

村
岡
区
福
岡
の
う
づ
か
の
森
周
辺

・
兎
塚
学
び
の
里
周
辺
コ
ー
ス
で「
第

30
回
但
馬
村
岡
ミ
ニ
ミ
ニ
駅
伝
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
、
中
学
生
、
一
般
の
そ
れ

ぞ
れ
男
女
６
部
門
に
町
内
外
か
ら
１

１
３
チ
ー
ム
が
参
加
。
４
区
間
で
１

本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
出
場

と
な
っ
た
、
小
代
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム

の
瀧
川
こ
な
み
さ
ん
（
10
歳
）
は
「
去

年
よ
り
よ
く
走
れ
ま
し
た
。
み
ん
な

の
声
援
が
う
れ
し
か
っ
た
の
で
、
頑

張
れ
ま
し
た
。
来
年
も
頑
張
り
た
い

で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

五
穀
豊
穣
や
天
下
泰
平
、
国
土
安

穏
、
無
病
息
災
を
願
い
、
町
内
７
地

区
で
伝
統
芸
能
「
三
番
叟
」
が
そ
れ

ぞ
れ
の
秋
祭
り
に
合
わ
せ
て
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

訓
谷
三
番
叟
は
10
月
２
日
、
沖
野

神
社
境
内
の
芝
居
堂
で
、
千せ

ん

ざ

い歳
の

原
弦げ

ん

き希
さ
ん
（
９
歳
）、
翁

お
き
な

の
嶋
崎

凌
り
ょ
う

さ
ん
（
11
歳
）、
黒く

ろ

き

じ

ょ

う

木
尉
の
嶋
田

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介
さ
ん
（
12
歳
）
が
笛
や
鼓
の

音
色
に
合
わ
せ
て
見
事
な
舞
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

翁
を
務
め
た
嶋
崎
さ
ん
は
「
す
ご

く
緊
張
し
て
手
が
震
え
た
け
ど
、
練

習
ど
お
り
上
手
に
で
き
ま
し
た
」
と

嬉
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

魚
食
文
化
の
継
承
や
地
産
地
消
を

進
め
よ
う
と
「
お
魚
料
理
教
室
」
が

今
年
度
は
各
区
で
2
回
ず
つ
、
町
民

と
子
育
て
世
代
の
親
子
を
対
象
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

初
回
の
こ
の
日
は
、
香
美
町
い
ず

み
会
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
14

人
の
町
民
が
参
加
。
カ
レ
イ
や
エ
ビ

を
使
っ
た
海
鮮
ホ
イ
ル
蒸
し
や
ニ
ギ

ス
の
団
子
汁
な
ど
調
理
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
村
上
行
雄
さ
ん
は
「
普

段
か
ら
刺
し
身
や
塩
焼
き
な
ど
の
魚

料
理
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
ホ
イ

ル
蒸
し
の
料
理
が
楽
し
み
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

勇
者
の
道
１
２
０
㎞
に
挑
戦

１
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

伝
統
芸
能
三
番
叟
を
奉
納

お
い
し
い
魚
を
食
べ
よ
う

９
月
24
日
、
村
岡
区

10
月
１
日
、
村
岡
区

10
月
１
日
〜
、
町
内

10
月
３
日
、
村
岡
区
民
セ
ン
タ
ー

▲ 44㎞に挑戦するランナーの皆さん

▲声援を受け、一斉にスタートする選手の皆さん

▲五穀豊穣や天下泰平を願い舞を踏む翁

▲ 44㎞に挑戦するランナーの皆さん

▲声援を受け 一斉にスタートする選手の皆さん

▲五穀豊穣や天下泰平を願い舞を踏む翁

　

五
穀
豊
穣
や
子
孫
繁
栄
を
願
い
、

村
岡
区
長
板
で
男
性
が
化
粧
を
し
て

花
嫁
に
装
う
郷
土
芸
能「
囃
子
込
み
」

が
秋
祭
り
に
合
わ
せ
て
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
花
嫁
役
は
中
村
友ゆ

う

ま麻
さ
ん

（
29
歳
）、
花
婿
役
は
田
渕
幸こ

う

き樹
さ
ん

（
28
歳
）
が
担
当
。
２
人
を
含
め
た

一
行
は
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

花
嫁
役
を
務
め
た
中
村
さ
ん
は

「
村
の
伝
統
芸
能
に
参
加
で
き
て
光

栄
で
す
。
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
着
物
に
慣
れ
て
き
て
調
子

よ
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
囃
子
込
み
を
奉
納

10
月
８
日
、
村
岡
区
長
板

▲カレイやエビを調理する参加者の皆さん

▲地区内を練り歩く花嫁行列の皆さん▲地区内を練り歩く花嫁行列の皆さん



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

行政放送が聞き取れなかった

場合はお電話ください。

専用電話番号

０１２０・６３・１２１０

（通話料無料）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
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号
）
平
成
29
年
11
月
9
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

香美町地域おこし協力隊 日記香美町地域おこし協力隊 日記
第８話

　「香美町の地域おこし協力隊っていつもどこで何し

てるの？」

　そんな質問に答えるため協力隊メンバーの日々の活

動や暮らしを毎月交代でお知らせします。

　こんにちは。香美町地域おこし協力隊の岡﨑絵
え り な

里奈

です。

　今回は、村岡高校の高校支援教育コーディネーター

として活動する私の 1日の主な業務内容や今後の目

標などについて紹介したいと思います。
▲岡﨑隊員

▲生徒と一緒に但馬の海の生物について学ぶ様子

▲生徒と一緒にジオカヌーで岩や景色を学ぶ様子

▲生徒と一緒にイベントを盛り上げる様子

Ｑ
．
１
日
の
主
な
業
務
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
． 

毎
日
の
流
れ
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
主
な
業
務
と
し
て
は
、

　

①
外
部
講
師
と
の
メ
ー
ル
、
電
話
連
絡
を
行
い
ま
す
。

 　
　

 　

連
絡
の
内
容
は
授
業
に
関
し
て
の
方
向
性
の
相
談

・
確
認
や
時
間
、
準
備
物
の
打
合
せ
を
し
ま
す
。

　

② 

地
域
創
造
系
の
授
業
の
提
出
レ
ポ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
生
徒
の
地
域
に
対
す
る
気
持
ち
を
確
認
し
ま
す
。

　

③ 

授
業
の
準
備
と
参
加
や
片
付
け
、
次
回
の
授
業
に
つ

い
て
講
師
と
打
合
せ
を
し
ま
す
。

　

④
行
事
の
準
備
や
実
行
委
員
会
に
出
席
し
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

．
高
校
生
が
地
域
に
つ
い
て
学
び
、
魅
力
や
新
発
見
を

し
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
に
対
し
て
今
以
上
に
興
味
を

持
つ
よ
う
な
授
業
を
考
案
・
提
案
す
る
こ
と
や
地
域
の

中
で
先
導
で
き
る
よ
う
な
場
面
を
作
り
た
い
で
す
。

Ｑ
．
任
期
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

．
思
っ
た
こ
と
を
素
直
に
言
う
と
、
時
に
は
批
判
さ
れ
、

自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
任
期
後

は
、影
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
、心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

・
学
校
心
理
士
な
ど
に
な
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

の
心
の
支
え
に
な
り
た
い
で
す
。


